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１．震源を特定せず策定する地震動に係る地震動評価の概要

基準改正の概要（1/2）

○「再処理施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則の解釈（別記２）」の改正

（令和３年4月21日原子力規制委員会決定）の概要

（別記２）

第７条（地震による損傷の防止） 第６項 第三号

第一号 の「震源を特定せず策定する地震動」 とは、震源と活断層を関連づけることが困難な
過去の内陸地殻内の地震について得られた震源近傍における観測記録を基に、各種の不確かさを
考慮して敷地の地盤物性に応じた応答スペクトルを設定して策定することをいう 。なお、上記の
「震源を特定せず策定する地震動」については、次に示す方針により策定すること。

①上記の「震源を特定せず策定する地震動」の策定に当たっては、「全国共通に考慮すべき地震
動」及び「地域性を考慮する地震動」の２種類を検討対象とすること。

②上記の「全国共通に考慮すべき地震動」の策定に当たっては、震源近傍における観測記録を基
に得られた次の知見をすべて用いること。

・２００４年北海道留萌支庁南部の地震において、防災科学技術研究所が運用する全国強震観
測網の港町観測点における観測記録から推定した基盤地震動

・震源近傍の多数の地震動記録に基づいて策定した地震基盤相当面（地震基盤からの地盤増幅
率が小さく地震動としては地震基盤面と同等とみなすことができる地盤の解放面で、せん断
波速度Ｖｓ＝２２００ｍ／ｓ以上の地層をいう。）における標準的な応答スペクトル（以下
「標準応答スペクトル」という。）として次の図に示すもの

つづく
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つづき

③上記の「地域性を考慮する地震動」の検討の結果、この地震動を策定する場合にあっては、事
前に活断層の存在が指摘されていなかった地域において発生し、地表付近に一部の痕跡が確認
された地震について、震源近傍における観測記録を用いること。

④解放基盤表面までの地震波の伝播特性を必要に応じて応答スペクトルの設定に反映するととも
に、設定された応答スペクトルに対して、地震動の継続時間及び経時的変化等の特性を適切に
考慮すること。

⑤上記の｢震源を特定せず策定する地震動｣ について策定された基準地震動の妥当性については、
最新の科学的・技術的知見を踏まえて個別に確認すること。

図 地震基盤相当面における標準応答スペクトル

１．震源を特定せず策定する地震動に係る地震動評価の概要

基準改正の概要（2/2）
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１．震源を特定せず策定する地震動に係る地震動評価の概要

現行の基準地震動の概要

※１：ダム軸方向，※２：上下流方向

○現行の基準地震動一覧

ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

出戸西方断層による地震

(短周期レベルの不確かさケース)［破壊開始点２］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点１］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点２］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点３］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点４］

全国共通に考慮
すべき地震動

（Mw6.5程度未満）

地域性を考慮
する地震動

（Mw6.5程度以上）

標準応答スペクトルを考慮した地震動 今回検討

620 320

Ｓｓ－Ｃ４ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東） 540 500 －

490
※２ 320

430 400 300

Ｓｓ－Ｃ２ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム[右岸地山］）

Ｓｓ－Ｃ３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎）

450
※１

350

Ｓｓ－Ｂ３ 443 449 406

Ｓｓ－Ｂ４ 538 433 325

Ｓｓ－Ｂ５ 457 482 370

震源を特定せず策定する地震動

Ｓｓ－Ｃ１ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町）

最大加速度（ｃｍ/ｓ
2
）

Ｓｓ－Ｂ１ 410 487 341

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

応答スペクトルに
基づく手法

Ｓｓ－Ａ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動 700 467

断層モデルを
用いた手法

基準地震動

Ｓｓ－Ｂ２ 429 445
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１．震源を特定せず策定する地震動に係る地震動評価の概要

標準応答スペクトルを考慮した地震動の評価方法

 以下の方法で，標準応答スペクトルを考慮した地震動を設定し，現行の基準地震動（Ｓｓ－Ａ～Ｓｓ－Ｃ４）の
応答スペクトルとの比較を実施し，基準地震動を策定する。

標準応答スペクトルを考慮した

地震動評価のイメージ

▼地表

▼解放基盤表面
（G.L.-125m）

▼地震基盤
（G.L.-3100m）

基準地震動の定義位置

地下構造モデル
により引き上げ

標準応答スペクトルに
適合する模擬地震波を入力

標準応答スペクトルを考慮した地震動評価の流れ

地下構造モデル（深部地盤モデル）の設定

地震基盤における模擬地震波の作成

解放基盤表面における地震動の設定

基準地震動の策定
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２．地下構造モデルの設定

地震動評価に用いる地下構造モデル

 標準応答スペクトルを考慮した地震動評価に用いる解放基盤表面以深の地下構造モデルは、敷地の増幅特性を適切に反映するため、
既許可の深部地盤モデルを用いる。

 標準応答スペクトルに基づき作成した地震動を入力する地盤面は、深部地盤モデルの「地震基盤」（せん断波速度Vs=3100m/s）の層
上面（G.L.-3100m）に設定する※。

（備考）深部地盤モデル

・深部地盤モデルは敷地における代表地盤観測点の地震観測記録に基づき、「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」における
「断層モデルを用いた手法による地震動評価」において、統計的グリーン関数法による地震動評価に用いている。

※地震動の入力位置の設定においては、以下を考慮している。
①標準応答スペクトルを考慮した地震動評価においては敷地における地震動の増幅特性を適切に考慮する必要があること。
②敷地及び敷地周辺における各種調査結果を用いたジョイントインバージョンにより作成した３次元速度構造モデルからは、

G.L.-3000m付近に地震基盤に相当する概ね平坦な速度境界面が確認されること。
③深部地盤モデルの作成においては地震基盤～解放基盤表面の、モデル全体としての増幅特性の妥当性を検証していること。

標高

（ｍ）

-70

-145

-355

-1165

-2075

-3045

ＧＬ

(ｍ)

-125

-200

-410

-1220

-2130

-3100

層厚
（ｍ）

Ｓ波速度
（ｍ/ｓ）

Ｐ波速度
（ｍ/ｓ）

密度
(ｇ/ｃｍ３）

Ｑ値

Ｑs Ｑｐ

75 950 1900 1.85 35 20

210 990 2570 2.07 35 20

810 1450 2970 2.21 75 45

910 2740 4660 2.51 85 60

970 2950 4950 2.55 80 70

∞ 3100 5060 2.58 114ｆ0.92 114ｆ0.92

解放基盤表面
▽

地震基盤
▽

深部地盤モデル

2020年2月21日 第339回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合 資料1-4-1

 既許可の事業変更許可申請における基準地震動の策定において、解放基盤表面以深の地下構造モデルとして、深部地盤モデルを作成
している。

 深部地盤モデルは、敷地における地震観測記録のH/Vスペクトル比のピーク周波数及びレシーバー関数に適合するように逆解析により
作成したモデルであり、Q値は保守的な設定となっている。
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他の方法を用いた検討
（実観測記録の位相を用いる方法）

３．地震基盤における模擬地震波の作成

模擬地震波の作成の考え方

 審査ガイドでは、「震源を特定せず策定する地震動による基準地震動は、設定された応答スペクトル（地震動レ
ベル）に対して、地震動の継続時間及び振幅包絡線の経時的変化等の特性が適切に考慮されていることを確認す
る。また、設定された応答スペクトルに基づいて模擬地震動を作成する場合には、複数の方法（例えば、正弦波
の重ね合わせによる位相を用いる方法、実観測記録の位相を用いる方法等）により検討が行われていることを確
認する。」とされている。

模擬地震波の作成

正弦波の重ね合わせによる位相を用いる方法

3.1

解放基盤表面における地震動の設定

模擬地震波の選定

敷地における観測記録の整理

3.2

観測記録位相を用いた
模擬地震波の作成

3.3

 模擬地震波の作成及び選定のフローを以下の通りとする。
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3.1 正弦波の重ね合わせによる位相を用いる方法

模擬地震波の作成諸元

 模擬地震波は、標準応答スペクトルに適合するよう、一様乱数の位相をもつ正弦波の重ね合わせによって作成
する。

 振幅包絡線の経時変化は、Noda et al.（2002）に基づき設定する。

 マグニチュードMは、「全国共通に考慮すべき地震動」はMw6.5程度未満とされていることから Mw6.5相当の
M6.9※とし、等価震源距離Xeqは、震源近傍を想定しXeq=10kmと設定する。

模擬地震波の振幅包絡線の経時的変化

6.0log54.017.0

0.13.0

93.25.0

10

10

10













eqXM
cd

M
bc

M
b

TT

TT

T 　
1

0.1

0 Tb Tc Td

標準応答
スペクトル

継続時間
(ｓ)

振幅包絡線の経時的変化（ｓ）

Ｔb Ｔc Ｔd

水平方向 28.03 3.31 15.06 28.03

鉛直方向 28.03 3.31 15.06 28.03

ここで、

M＝6.9，Xeq＝10km

※「全国共通に考慮すべき地震動」の最大規模は、断層
破壊が地震発生層の上端から下端まで拡がり、断層幅と
断層長さが等しい震源断層と対応すると考えられる。敷
地周辺の地震発生層厚さから想定される地震規模は最大
でＭ6.8であることから、敷地周辺における「全国共通
に考慮すべき地震動」の規模としては保守的な設定であ
る。（参考２参照）
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3.1 正弦波の重ね合わせによる位相を用いる方法

模擬地震波の作成結果（水平方向）
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2
)

600.0

：応答スペクトル強さ

：模擬地震波の応答スペクトル

：目標とする応答スペクトル

：固有周期
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(h=0.05)

◇作成した模擬地震波の応答スペクトル

標準応答スペクトル
模擬地震波の応答スペクトル

◇適合度確認

作成結果

①応答スペクトル比 0.86≧0.85

②SI比 1.01≧1.0

① 𝑅   ≧ 0.85   0.02 ≦ T  

② 𝑆𝐼比
.

.
̅.

.
  ≧ 1.0

𝑆 𝑇 ：模擬地震波の応答スペクトル値

𝑆 𝑇 ：目標とする応答スペクトル値

※適合度の判定条件はJEAG4601-2015に基づく
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3.1 正弦波の重ね合わせによる位相を用いる方法

模擬地震波の作成結果（鉛直方向）

◇作成した模擬地震波

◇作成した模擬地震波の応答スペクトル

標準応答スペクトル
模擬地震波の応答スペクトル

◇適合度確認

作成結果

①応答スペクトル比 0.86≧0.85

②SI比 1.00≧1.0

0 10 20 30 40 50 60
-800
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加
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m
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2
)

400.0
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周 期(秒)
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ス
ペ
ク
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ル
比

：応答スペクトル強さ

：模擬地震波の応答スペクトル

：目標とする応答スペクトル

：固有周期

SI
)(TSv
)(TvS

T

① 𝑅   ≧ 0.85   0.02 ≦ T  

② 𝑆𝐼比
.

.
̅.

.
  ≧ 1.0

𝑆 𝑇 ：模擬地震波の応答スペクトル値

𝑆 𝑇 ：目標とする応答スペクトル値

※適合度の判定条件はJEAG4601-2015に基づく
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3.2 敷地における観測記録の整理

敷地における地震計配置

 敷地内の地震観測点については、代表地盤観測点（中央）に加え、f-1断層及びf-2断層をはさんで、地盤観測点
（東側）及び地盤観測点（西側）の、計３地点で地震観測を行っている。

各地盤観測点直下の地下構造

解放基盤表面▽

G.L.±0▽
(標高55m)

注）地震計は各々水平・鉛直３成分

PN
TN

13°

代表地盤
観測点（中央）
観測期間：
1995.12～

地盤観測点
（東側）

観測期間：
2008.3～

地盤観測点
（西側）

観測期間：
2008.3～

f-1断層

f-2断層

弾性波速度 Vs (km/sec)
Vp

地　層

地震計

地　層

地震計

地　層

地震計

GL-125m

GL-200m

(標高-145m)

GL-2m

(標高53m)

GL-18m

(標高37m)

再処理施設

地盤観測点（西側）深度
(m)

代表地盤観測点（中央） 地盤観測点（東側）

0 0.5 1 1.5 2 2.50 0.5 1 1.5 2 2.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5
盛土

砂子又層

鷹架層
上部層

砂子又層

下部層

鷹架層
中部層

中位段丘

堆積層

砂子又層
上部層

鷹架層
中部層

鷹架層

下部層

盛土

鷹架層

中部層

鷹架層

下部層

0.53

0.62

0.82

0.90

0.93

0.23

0.44

0.55

0.76

0.93

0.66

1.00

1.60

2.00

2.20

0.17

0.31

0.82

1.10

0.51

0.95

1.90

2.10

2.30

0.93

1.97

上部層

高位段丘
堆積層

敷地内地震観測点位置

六ヶ所層

六ヶ所層
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3.2 敷地における観測記録の整理

敷地における観測地震の諸元

 代表地盤観測点（中央）の解放基盤表面相当位置（G.L.-125m）で，最大加速度10cm/s2以上の地震観測記録が得
られた地震を下表に示す。

Ｎｏ
地震発生
様式

発震日時
震源地又は地震名

震央位置
北 緯
東 経

マグ
ニ
チュ
ード
(Ｍ)

震源
深さ
(ｋｍ)

震央
距離
(ｋｍ)

1 内陸地殻内地震
1996. 2.17 23:35
青森県三八上北地方

40°46.7′
141°22.8′

4.3 15 21

2 プレート間地震
2002.10.14 23:12
青森県東方沖

41°9.1′
142°16.9′

6.1 53 83

3
海洋プレート内

地震
2003. 5.26 18:24

宮城県沖
38°49.3′
141°39.0′

7.1 72 239

4 プレート間地震
2003. 9.26 4:50
2003年十勝沖地震

41°46.7′
144°4.7′

8.0 45 247

5
海洋プレート内

地震
2008. 7.24 00:26
岩手県沿岸北部

39°43.9′
141°38.1′

6.8 108 139

6 プレート間地震
2011.3.11 14:46

2011年東北地方太平洋
沖地震

38°6.2′
142°51.7′

Ｍｗ
9.0

24 343

7
海洋プレート内

地震
2011.4.7 23：32

宮城県沖
38°12.3′
141°55.2′

7.2 66 310

138.0ﾟ

138.0ﾟ

140.0ﾟ

140.0ﾟ

142.0ﾟ

142.0ﾟ

144.0ﾟ

144.0ﾟ

38.0ﾟ 38.0ﾟ

40.0ﾟ 40.0ﾟ

42.0ﾟ 42.0ﾟ

№1(Ｍ4.3，Δ=21km)

№2(Ｍ6.1，Δ=83km)

№3(Ｍ7.1，Δ=239km)

№4(Ｍ8.0，Δ=247km)

№5(Ｍ6.8，Δ=139km)

№6(Ｍ9.0，Δ=343km)
№7(Ｍ7.2，Δ=310km)

100km

200km

300km

敷地

0 50 100 km

8.0≦Ｍ

7.0≦Ｍ＜8.0

6.0≦Ｍ＜7.0

5.0≦Ｍ＜6.0

　Ｍ＜5.0

選定対象の地震の諸元

選定対象の地震の震源位置

 内陸地殻内地震は，1996.02.17青森県三八上北地方の地震のみであり，これを標準応答スペクトルに適合する模
擬地震波作成に用いる実観測記録位相の対象に選定する。
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3.2 敷地における観測記録の整理

実観測記録位相の対象地震の概要

 標準応答スペクトルに適合する模擬地震波作成に用いる実観測記録位相の対象に選定した1996.02.17青森県三八
上北地方の地震の観測記録を以下に示す。

代表地盤観測点（中央）の
G.L.-200ｍ地点における観測波形

代表地盤観測点（中央）のG.L.-200ｍ地点における
観測波形のフーリエスペクトル
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3.3 観測記録位相を用いた模擬地震波の作成

模擬地震波の作成結果
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作成結果 NS方向 EW方向 UD方向

①応答スペクトル比 0.86≧0.85 0.85≧0.85 0.85≧0.85

②SI比 1.02≧1.0 1.03≧1.0 1.00≧1.0

標準応答スペクトル
模擬地震波の応答スペクトル

標準応答スペクトル
模擬地震波の応答スペクトル

標準応答スペクトル
模擬地震波の応答スペクトル

※適合度の判定条件はJEAG4601-2015に基づく
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３．地震基盤における模擬地震波の作成

模擬地震波の作成結果のまとめ

 正弦波の重ね合わせによる方法及び観測記録の位相を用いる方法に基づき作成した模擬地震波の応答スペクト
ルの比較を以下に示す。

水平方向 鉛直方向

両方法に基づく模擬地震波の応答スペクトル
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(h=0.05)

標準応答スペクトル
正弦波の重ね合わせによる方法（水平）
観測記録の位相を用いる方法（NS）

標 標準応答スペクトル
正弦波の重ね合わせによる方法（水平）
観測記録の位相を用いる方法（EW）

標 標準応答スペクトル
正弦波の重ね合わせによる方法（鉛直）
観測記録の位相を用いる方法（UD）

標

NS方向 EW方向

 正弦波の重ね合わせによる方法及び観測記録の位相を用いる方法に基づく模擬地震波の地震基盤における応答
スペクトルは、標準応答スペクトルに適合するよう作成していることから、有意な差は見られない。
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４．解放基盤表面における地震動の設定

 地震基盤における模擬地震波に対して，一次元波動論により，深部地盤モデルを用いて解放基盤表面までの地
震波の伝播特性を反映し，解放基盤表面における標準応答スペクトルを考慮した地震動を設定する。

標高

（ｍ）

-70

-145

-355

-1165

-2075

-3045

ＧＬ

（ｍ）

-125

-200

-410

-1220

-2130

-3100

層厚
（ｍ）

Ｓ波速度
（ｍ/ｓ）

Ｐ波速度
（ｍ/ｓ）

密度
(ｇ/ｃｍ３）

Ｑ値

Ｑs Ｑｐ

75 950 1900 1.85 35 20

210 990 2570 2.07 35 20

810 1450 2970 2.21 75 45

910 2740 4660 2.51 85 60

970 2950 4950 2.55 80 70

∞ 3100 5060 2.58 114ｆ0.92 114ｆ0.92

深部地盤モデル

一次元波動論に
よる地震波の伝
播特性の反映

解放基盤表面
▽

地震基盤
▽
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４．解放基盤表面における地震動の設定

正弦波の重ね合わせによる方法 水平方向
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正弦波の重ね合わせによる方法 鉛直方向

観測記録の位相を用いる方法 NS方向

観測記録の位相を用いる方法 EW方向

観測記録の位相を用いる方法 UD方向

 正弦波の重ね合わせによる方法及び観測記録の位相を用いる方法に基づく、解放基盤表面における模擬地震波
の加速度時刻歴波形を以下に示す。
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４．解放基盤表面における地震動の設定
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正弦波の重ね合わせによる方法（水平）

観測記録の位相を用いる方法（NS）

正弦波の重ね合わせによる方法（水平）

観測記録の位相を用いる方法（EW）
正弦波の重ね合わせによる方法（鉛直）

観測記録の位相を用いる方法（UD）

 正弦波の重ね合わせによる方法及び観測記録の位相を用いる方法に基づく、解放基盤表面における模擬地震波
の応答スペクトルの比較を以下に示す。

 正弦波の重ね合わせによる方法及び観測記録の位相を用いる方法に基づく模擬地震波の解放基盤表面における
応答スペクトルを比較した結果、両方法による模擬地震波には有意な差は見られない。

NS方向 EW方向 UD方向
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基準地震動Ss-A
基準地震動Ss-C1 2004年北海道留萌支庁南部地震（K-NET港町）
基準地震動Ss-C2 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］）
基準地震動Ss-C3 2008年岩手・宮城内陸地震（KiK-net金ヶ崎）
基準地震動Ss-C5 標準応答スペクトルを考慮した地震動

５．基準地震動の策定

水平方向 鉛直方向

 両方法による模擬地震波の解放基盤表面における応答スペクトルに有意な差は見られないことから、標準応答スペクトルに
基づく地震動評価としては、正弦波の重ね合わせによる方法により採用した模擬地震波で代表させる。

 標準応答スペクトルを考慮した地震動と基準地震動Ｓｓ－Ａの応答スペクトルを比較を以下に示す。

 標準応答スペクトルを考慮した地震動は、基準地震動Ｓｓ－Ａを一部の周期帯で上回ることから、基準地震動Ｓｓ－Ｃ５と
して採用する。

基準地震動Ss-A
基準地震動Ss-C1 2004年北海道留萌支庁南部地震（K-NET港町）
基準地震動Ss-C2 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム［右岸地山］）
基準地震動Ss-C3 2008年岩手・宮城内陸地震（KiK-net金ヶ崎）
基準地震動Ss-C4 2008年岩手・宮城内陸地震（KiK-net一関東）
基準地震動Ss-C5 標準応答スペクトルを考慮した地震動

実線：NS方向
ダム軸方向（Ss-C2のみ）

破線：EW方向
上下流方向（Ss-C2のみ）
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５．基準地震動の策定

基準地震動の最大加速度

※１：ダム軸方向，※２：上下流方向

ＮＳ方向 ＥＷ方向 ＵＤ方向

出戸西方断層による地震

(短周期レベルの不確かさケース)［破壊開始点２］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点１］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点２］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点３］

出戸西方断層による地震

(短周期レベルと断層傾斜角の不確かさを重畳させたケース)［破壊開始点４］

－

Ｓｓ－Ｃ５ 標準応答スペクトルを考慮した地震動 617 394

320

Ｓｓ－Ｃ３ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ金ヶ崎） 430 400 300
地域性を考慮
する地震動

（Mw6.5程度以上）

Ｓｓ－Ｃ２ 2008年岩手・宮城内陸地震（栗駒ダム[右岸地山］） 450
※１

490
※２

Ｓｓ－Ｃ４ 2008年岩手・宮城内陸地震（ＫｉＫ－ｎｅｔ一関東） 540 500

震源を特定せず策定する地震動

全国共通に考慮
すべき地震動

（Mw6.5程度未満）

Ｓｓ－Ｃ１ 2004年北海道留萌支庁南部地震（Ｋ－ＮＥＴ港町） 620 320

325

Ｓｓ－Ｂ５ 457 482 370

断層モデルを
用いた手法

Ｓｓ－Ｂ１ 410 487 341

Ｓｓ－Ｂ２ 429 445 350

Ｓｓ－Ｂ３ 443 449 406

Ｓｓ－Ｂ４ 538 433

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

応答スペクトルに
基づく手法

Ｓｓ－Ａ 応答スペクトルに基づく手法による基準地震動 700 467

基準地震動
最大加速度（ｃｍ/ｓ2）
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６．基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について

 再処理施設、廃棄物管理施設及びMOX燃料加工施設における評価対象施設及び解析対象断面を下図に示す。

 基準地震動Ｓｓ－Ｃ５について、解析対象断面の動的解析を行い、評価対象施設の基礎地盤の安定性評価を実施
した結果、基礎地盤のすべり・基礎の支持力・基礎底面の傾斜について、いずれも評価基準値を満足することを
確認した。

 評価対象施設の周辺には、地震力により評価対象施設に重大な影響を与える周辺斜面は存在しない。

基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価結果

評価対象施設及び解析対象断面

評価項目
評価結果

（Ｓｓ－C５）

基礎地盤の安定性 評価基準値を満足

周辺斜面の安定性 評価対象斜面なし
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（参考１）年超過確率の参照

 基準地震動Ｓｓ－Ｃ１～Ｃ５の応答スペクトルを、既許可で評価した内陸地殻内地震の領域震源モデルによる
一様ハザードスペクトルと比較する。
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水平方向 鉛直方向
実線：NS方向

ダム軸方向（Ss-C2のみ）
破線：EW方向

上下流方向（Ss-C2のみ）

一様ハザードスペクトル（年超過確率10-3）
一様ハザードスペクトル（年超過確率10-4）
一様ハザードスペクトル（年超過確率10-5）
一様ハザードスペクトル（年超過確率10-6）
基準地震動Ss-C1
基準地震動Ss-C2
基準地震動Ss-C3
基準地震動Ss-C4
基準地震動Ss-C5

※鉛直方向の一様ハザードスペクトルについて
は、水平成分の評価結果に対し、基準地震動
Ss-Aの水平成分と鉛直成分の比を考慮して設
定している。

 震源を特定せず策定する地震動Ｓｓ－Ｃ１～Ｃ５の年超過確率は10-4～10-6程度である。
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（参考２）敷地周辺の地震発生層厚さを踏まえた地震規模に関する検討

 敷地周辺の地震発生層厚さは12kmと設定している。

2020年2月21日 第339回核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合 資料1-4-1
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 全国共通に考慮すべき地震の最大規模は、断層破壊が地震発生層の上限から下限まで拡がり、地震発生層厚さから
想定される断層幅及びそれと等しい断層長さの震源断層と対応すると考えられる。

 敷地周辺の地震発生層厚さは12kmであり、断層傾斜角を70°とすると、上記を想定した地震規模は、Somerville

et al. (1999)より、𝑀
.

10 10 ≒ 1.99 10  Nm であり、Mw6.2、M6.5である。

 また、断層傾斜角の不確かさを考慮し、断層傾斜角を45°とした場合は、Mw6.4、M6.8となる。

（参考２）敷地周辺の地震発生層厚さを踏まえた地震規模に関する検討

全国共通に考慮すべき「震源を特定せず策定する地震動」に関する
検討報告書より抜粋

 これを踏まえれば、標準応答スペクトルに基づく模擬地震波の振幅包絡線の設定にあたってM6.9の地震規模を設定
していることは、保守性を有する。
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